
 
 

 

PRESS RELEASE 

2021 年 11 月 26 日 

アッヴィ、国内においてリンヴォック®の新規剤形となる 30mg 錠剤を発売 

 2021 年 8 月、リンヴォックは関節リウマチ、関節症性乾癬に続き、既存治療で効果不

十分なアトピー性皮膚炎に対する治療薬として承認を取得 

 「リンヴォック®錠 30mg」は、2021 年 9 月に製造販売承認を取得、同年 11 月に薬価

収載 

 

アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長 ： ジェームス・フェリシアーノ）は、ヤヌスキナーゼ

（JAK）阻害剤「リンヴォック®」（以下、「リンヴォック」）の新規剤形「リンヴォック 30mg 錠」を本日、

11 月 26 日から発売します。本剤形は、2021 年 9 月 27 日に製造販売承認され、11 月 25 日に薬

価収載されました。 

 

リンヴォックは 2021 年 8 月に、既存治療で効果不十分なアトピー性皮膚炎を効能・効果として製

造販売承認を取得しました。アトピー性皮膚炎における用法及び用量は「15mg を 1 日 1 回経口投

与する。なお、患者の状態に応じて 30mg を 1 日 1 回投与することができる」となっています。本剤

形の発売により、アトピー性皮膚炎治療において、15mg 錠に加え 30mg 錠の剤形が新たな選択

肢として加わり、30mg 錠 1 回投与において服薬する錠剤数を減らし、患者さんの服薬時の負担軽

減につながることが期待されます。 

 

アトピー性皮膚炎は、軽快と増悪を繰り返す慢性炎症性皮膚疾患です。かゆみの症状と掻破行動

を繰り返すことにより、皮膚がひび割れ、鱗状となり、滲出液が出るのが特徴です 1,2。多様な症状

が、患者さんに身体的、心理的および経済的な負担を与えることもあります 1,3。世界規模の調査で

は、成人の約 2～10%が、生涯のいずれかの時点でアトピー性皮膚炎に罹患すると推定されてい

ます 2。アトピー性皮膚炎の成人患者さんのうち、20～46%が中等症から重症です 4。 

 

リンヴォック製品概要（下線部：今回の改訂箇所） 

販売名 リンヴォック®錠 7.5mg、同 15mg、同 30mg 

一般名 ウパダシチニブ水和物 

効果又は効能 既存治療で効果不十分な下記疾患 

〇関節リウマチ（関節の構造的損傷の防止を含む） 

〇関節症性乾癬 

〇アトピー性皮膚炎注） 



 
 

 

注）最適使用推進ガイドライン対象 

用法及び用量 〈関節リウマチ〉 

通常、成人にはウパダシチニブとして 15mg を 1 日 1 回経口投与

する。なお、患者の状態に応じて 7.5mg を 1 日 1 回投与することが

できる。 

 

〈関節症性乾癬〉 

通常、成人にはウパダシチニブとして 15mg を 1 日 1 回投与する。 

 

〈アトピー性皮膚炎〉 

通常、成人にはウパダシチニブとして 15mg を 1 日 1 回経口投与

する。なお、患者の状態に応じて 30mg を 1 日 1 回投与することが

できる。 

通常、12 歳以上かつ体重 30kg 以上の小児にはウパダシチニブと

して 15mg を 1 日 1 回経口投与する。 

製造販売元 アッヴィ合同会社 

 

リンヴォックについて 

アッヴィが自社開発したリンヴォックは、低分子の選択的 JAK 阻害剤で、複数の免疫関連疾患の

治療薬として開発が進められています。本剤は JAK2、JAK3 および TYK2 に比べて、JAK1 に対

して強力な阻害活性を示すように設計されています 8。リンヴォックは 2020 年 1 月に、既存治療で

効果不十分な関節リウマチに対する治療薬として日本における製造販売承認を取得しました。また、

2021 年 5 月には、関節症性乾癬（乾癬性関節炎）、同年 8 月にはアトピー性皮膚炎に対する治療

薬として適応追加承認を取得しました。 

 

皮膚科領域におけるアッヴィについて 

アッヴィは、10 年以上にわたり、乾癬、関節症性乾癬（乾癬性関節炎）、化膿性汗腺炎、アトピー性

皮膚炎などの重篤な皮膚疾患に悩む患者さんに向けた、新たな治療の開発や既存治療の改善に

取り組んできました。このような患者さんが治療目的を達成し、皮膚疾患を乗り越えた生活にたどり

着けるよう、幅広い臨床試験プログラムを実施し、皮膚科領域で進化する様々なニーズに合わせ

た研究を積極的に行い、当社のパイプラインの継続的な拡充に努めています。アッヴィの皮膚科領

域での取り組みについての詳細はこちらをご覧ください。 

 

 

 

https://www.abbvie.com/our-science/therapeutic-focus-areas/immunology/immunology-focus-areas/dermatology.html


 
 

 

アッヴィについて 

アッヴィのミッションは現在の深刻な健康課題を解決する革新的な医薬品の創製と提供、そして未

来に向けて医療上の困難な課題に挑むことです。患者さん一人ひとりの人生を豊かなものにする

ため次の主要領域に取り組んでいます。免疫疾患、がん、神経疾患、アイケア、ウイルス、ウイメン

ズヘルス、消化器疾患、さらにアラガンエステティクスポートフォリオの製品・サービスです。アッヴィ

の詳細については、www.abbvie.com をご覧ください。Twitter アカウント@abbvie、Facebook、

Instagram、YouTube や LinkedIn やでも情報を公開しています。 

 

日本においては、1,300 人を超える社員が、医療用医薬品の開発、輸入、製造販売に従事してい

ます。自己免疫疾患、肝疾患、神経疾患、がんの各領域を中心に、患者さんの人生を豊かにした

いと願い、日々の業務に取り組んでいます。詳しくは、www.abbvie.co.jp をご覧ください。 
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